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研究成果の概要（和文）：本研究では、国際教育協力のモデルのひとつとして、日本の映像コンテンツを活用し
た授業研究モデルを提示した。映像コンテンツは、制作する国の文化・歴史観を含むため、途上国の教育現場に
そのまま提供するだけでは授業改善が行われない。本研究は、教師が直面している葛藤とその葛藤を解決するた
めの方略について、映像コンテンツを用いた授業研究のプロセスに焦点を当てている。研究の結果、授業研究モ
デルの要因として、（1）学習環境や授業設計などを配慮した映像コンテンツ紹介、（2）参加型ワークショップ
による研修の必要性、（3）授業研究の意義を確認できる機会の設定の３つを示した。

研究成果の概要（英文）：This study proposed a lesson study model utilizing Japanese educational 
video programs as a model for international educational cooperation. Since educational video 
programs typically include the culture and history of the country in which they originate, merely 
providing educational video programs to schools in developing countries limits the effectiveness of 
the lessons. This study focused on the process of using Japanese educational video programs in 
lessons in order to identify the conflicts the teacher faces and propose strategies for resolving 
those conflicts. 
As a result of the study, the author identified three important factors that need to be considered, 
which were: 1) Introduction of Japanese educational video programs with knowledge and experience 
regarding in the learning environment and lesson design; 2) The necessity of teacher training by 
participatory workshops; and 3) Setting opportunities to confirm the significance of lesson study.

研究分野： 教育工学
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１．研究開始当初の背景 
近年、情報通信技術（Information and 

Communication Technology、以下 ICT）の
発展により、日本の大学や教育機関も、国際
交流や国際教育協力を目的として講義やシ
ンポジウム、独自で開発した教育番組を英
語・スペイン語・フランス語・中国語へ翻訳
し、発信している。これらの映像コンテンツ
は、教育の質的向上や日本の文化を伝えるリ
ソースになりうる。 
研究代表者はシリアやインドなどの途上

国の教師教育や授業改善に関わった（たとえ
ば KONNO,T. et al. 2012）。これまでの研究
成果を精査する中で、国際教育協力を目的と
して、途上国の教育現場に映像コンテンツを
そのまま提供するだけでは授業改善が行わ
れるわけではないことがわかった。そのため、
映像コンテンツを提供しても、想定するよう
に授業で使用されないことがある。たとえ使
用されたとしても、映像を学習者に見せるの
みで、学習目標や前後の授業との関係を説明
できないなどの問題がおこる可能性がある。
さらに、それぞれの文化に所属する教師は、
教師の持つ教育観や教育現場の特徴に影響
を受けながら教育を行うため（佐藤 1997）、
常にその国の教育文化に合わせて映像コン
テンツが解釈され、用いられる。したがって、
途上国への国際教育協力において、他文化を
含む映像コンテンツが、現地の教師や学習者
の文化・歴史観を通した時に、どのように意
味解釈され、それが学習とどのようにかかわ
るのかを捉えていくことは授業改善を進め
る上で重要な要素となる。 
映像コンテンツが授業改善に活用され、学

習者にとって意味のある学習活動が展開さ
れるために、本研究では、映像コンテンツ利
用の可能性と課題を整理するとともに、授業
改善を目指す途上国の学校に、教師が自ら教
材の活用方法を検討する授業研究を導入す
る。授業研究とは、教師が、他の教師と協働
して互いの授業を批判・検討し合うことで、
その改善を自律的に図り授業力量を形成さ
せていく、現職教師教育の取り組みのひとつ
である(秋田・ルイス 2008)。授業研究は、
教育現場で起きている問題をその場に関わ
る教師同士が協働で自律的に改善できるこ
とから、アメリカ、イギリスなどの先進国
のみではなく、ミャンマーやザンビアなど
の途上国でも広がり、途上国の文化・歴史
観を配慮しておこなえる教師教育の方法の
ひとつといえる。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、国際教育協力のモデルの
ひとつとして、日本の映像コンテンツを活用
した授業研究モデルを提示することである。
映像コンテンツは、制作する国の文化・歴史
観を含むため、途上国の教育現場にそのまま
提供するだけでは授業改善が行われない。映
像コンテンツが授業改善に活用され、学習者

にとって意味のある学習活動が展開される
には、教材を活用する教師が自らその使用方
法を検討する必要がある。そこで、本研究で
は教師が他の教師と協働して授業改善を自
律的に図る授業研究に基づいて、日本の映像
コンテンツを活用した授業研究モデルを提
示した。 

 
３．研究の方法 

本研究は、以下の２つの研究手法を用いた。 
（１）先行事例や先行研究に基づいた映像コ
ンテンツの選定 

映像コンテンツを用いている国内外の事
例、たとえばOpen Course Ware や MOOCs
などの活用事例を学習目標と活用形態の２
つの観点から分析し、研究協力校の教育事情
にあった映像コンテンツを抽出した。 
 
（２）アクションリサーチによる授業研究モ
デルの評価・修正 

本研究の対象地域は２つあった。ひとつは
ウズベキスタンである。ウズベキスタンに派
遣されている研究協力者の青年海外協力隊
員が関わる学校に、選定された映像コンテン
ツおよび授業研究を導入した。授業研究で議
論される内容、および、映像コンテンツを授
業で用いた教師へ「学習目標と映像コンテン
ツの関係性」「映像コンテンツを用いる際の
問題点」について半構造化インタビューし、
それらを分析データとした。 

もうひとつはインドである。インドの
NGO の学校において、授業研究や授業改善
の内容がどのように実施されているのかを
検討した。これは、インフラ設備が今後発展
していく地域において、映像コンテンツを導
入していくための土台づくりとしての授業
研究の成果と課題を明らかにすることをめ
ざした。その研究データとして、上記のウズ
ベキスタンと同様に、授業研究で議論される
内容の半構造化インタビューや授業研究後
のリフレクションペーパーを分析データと
した。 

以上の分析データをもとに、実証研究と分
析を繰り返す中で、授業研究において教師が
直面する葛藤を明らかにし、その葛藤を解消
するためにどのような介入をするべきなの
か、アクションリサーチをおこなった。更に、
問題点に関連する先行研究を整理し、授業研
究モデルを評価・修正した。 
 
４．研究成果 
 本研究の結果、映像コンテンツの選定と映
像コンテンツを活用した授業研究モデルと
して３つの要因が明らかになった。以下にそ
れぞれを説明する。 
 
（１）映像コンテンツの選定 
研究協力校へ渡航し、現地の教育関係者

に英語に訳された教育番組を視聴してもら
い調査を行った。それぞれの国で視聴させ



る教育番組は小平(1994)を参考にした。そ
の結果、文化による影響をあまり受けない
「理科」を選定し、その中でも自然科学の
「実験」をおこなっている映像コンテンツ
４つを選定した。 

 
（２）映像コンテンツを活用した授業研究モ
デルの要因 
①学習環境や授業設計などを配慮した映像
コンテンツ紹介 
これまで映像コンテンツを使ったことの

ない教師にとって、それをどのように授業の
中にとりいれるか、どのような発問を組み合
わせればよいのか、児童生徒に考えさせる時
間をどのタイミングで取り入れれば良いの
かという授業設計に関する問題があること
が分かった。そこで、どのような学習環境を
準備する必要があるのか、映像を授業のどこ
で使用できるのかという授業設計に居続け
て映像コンテンツを紹介することが必要で
あることが分かった。 
②参加型ワークショップによる研修実施 
映像コンテンツを授業に取り入れるとい

うことは、授業設計それ自体が変わるという
ことである。映像コンテンツを教材として渡
し紹介しただけでは、その意義や活用方法を
理解されない可能性がある。映像コンテンツ
提供と同時に、それらを活用した授業設計の
講習が必要である。つまり、映像コンテンツ
を授業にとりいれるための参加型のワーク
ショップ研修や、教師自身がそれを活用した
授業を受けるということである。さらに、そ
こで行う模擬授業を題材にして授業改善を
おこなう授業研究と意味付けし、各校の授業
研究として継続させていく。 
③授業研究の意義を確認できる機会の設定 
授業研究はその国ごとによって実施のさ

れ方が異なる。本研究の協力校では、映像コ
ンテンツの活用方法や、授業改善のための教
育方法はどのようにしていくかが授業研究
の中で議論されていた。それを日本から随時
確認していた。現地の教師は、日本人と関わ
ることで自分たちが現在行なっている授業
研究の意味や、授業研究をとおした授業改善
の意義を確認することができていた。このよ
うに、映像コンテンツや授業研究を紹介する
だけでなく、現地の教師にとって授業研究の
意味や自分たちの実践の意義を確認できる
機会を設けることが必要である。 
 
本研究を通して、映像コンテンツを用いた

授業研究のモデルを論文や学会発表で提示
することができた。その知見を基に今後のさ
らなる研究の方向性として次のことがわか
った。それは教師同士で授業の内容を検討し
合う授業研究のような仕組みだけではなく、
毎回の授業改善の知見を「学校の知見」とし
て記録していくことの重要性である。 
研究協力校へ授業研究の仕組みを用いて

も「授業技術の継承」という問題が、それぞ

れに学校に起こることがわかった。たとえ授
業研究を行っても、教師個人が培ってきた映
像コンテンツの活用方法のすべてを他の教
師へ伝えたり、記録できたりするわけではな
い。また、教師が置かれている環境の不安定
さや離職率の高さなどから、その教師が退職
すると、学校は教師個人の教育方法・技術を
失うことになる。つまり教師個人の授業技術
が継承されないのである。 
そこで教師個人の授業技術が継承してい

くためにも、毎回の授業改善の知見を「学校
の知見」をして記録する仕組みづくりのよう
な研究も重要であろう。 
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